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お
祭
り
の
最
大
の
見
せ
場
で
あ

る
朝
鮮
通
信
使
行
列
は
、
６
日
午

後
３
時
過
ぎ
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
、
朝
鮮
国
か
ら
派
遣

さ
れ
た
外
交
使
節
団
を
再
現
し
た

こ
の
行
列
に
は
、
韓
国
側
か
ら
ペ

ギ
ン
セ
舞
踊
団
や
釜
山
情
報
女
子

高
校
宮
中
吹
打
隊
な
ど
か
ら
約
１

０
０
名
が
参
加
。
日
本
側
と
合
わ

せ
約
５
０
０
名
の
参
加
者
が
ス
タ

ー
ト
地
点
の
八
幡
宮
神
社
を
出
発

し
、
祭
会
場
ま
で
の
約
２
km
を
行

進
し
ま
し
た
。

　
再
現
さ
れ
た
韓
国
古
来
の
衣
装

を
身
に
ま
と
い
、
長
ラ
ッ
パ
や
シ

ン
バ
ル
な
ど
の
音
頭
に
合
わ
せ
て

市
内
を
練
り
歩
く
賑
や
か
な
行
列

に
、
沿
道
の
観
客
も
釘
付
け
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

　
行
列
が
メ
イ
ン
会
場
に
到
着
す

る
と
国
書
交
換
式
が
再
現
さ
れ
、

正
使
役
の
鄭
義
和
氏
（
朝
鮮
通
信

使
縁
故
地
議
員
連
盟
代
表
）
と
宗

対
馬
守
役
の
松
村
市
長
が
「
こ
れ

か
ら
も
お
互
い
に
欺
か
ず
、
争
わ

ず
、
真
実
を
も
っ
て
交
わ
る
」
こ

と
を
明
記
し
た
国
書
を
交
換
。
両

国
の
友
好
を
誓
い
ま
し
た
。

国
書
交
換
式
に
出
席
し
た
日
韓
の
主
役�

　
左
か
ら
朝
鮮
国
副
使
役（
李
相
正
氏
＝
釜
山

広
域
市
東
区
議
会
議
長
）、宗
対
馬
守
役（
松
村

市
長
）、正
使
役（
鄭
義
和
氏
）、雨
森
芳
洲
役

（
樋
口
貫
氏
＝
対
馬
文
化
財
協
会
会
長
）�

21
世
紀
の
日
韓
こ
ど
も
通
信
使

　
　
50
名
が
対
馬
で
交
流

江戸時代の大イベントを再現
約500名の朝鮮通信使行列　

チ
ョ
ン
ウ
ィ
フ
ァ

■
朝
鮮
通
信
使
ひ
と
く
ち
メ
モ
�

　
江
戸
時
代
に
将
軍
の
代
替
わ

り
や
そ
の
他
の
慶
事
に
際
し
、

李
氏
朝
鮮
の
国
王
が
江
戸
幕
府

に
派
遣
し
た
使
節
。
豊
臣
秀
吉

の
朝
鮮
出
兵
の
後
、
徳
川
家
康

は
対
馬
の
宗
氏
を
通
じ
て
国
交

回
復
に
つ
と
め
、
１
６
０
５
年

の
日
韓
和
約
で
国
交
回
復
。
こ

の
結
果
１
６
０
７
年
（
慶
長
12

年
）
か
ら
１
８
１
１
年
（
文
化

８
年
）
ま
で
に
12
回
使
節
が
来

日
し
た
。
�

ン祭」が、今年も８月５、６日の２日間、厳原港特設会場で
観客は延べ３万１千人を記録しました。

下町の熱い２日間

　
日
韓
の
小
中
学
生
を
対
象
と
し

た
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
「
21
世
紀

の
日
韓
こ
ど
も
通
信
使
２
０
０

６
」
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
50

名
が
、
８
月
５
日
か
ら
３
日
間
、

対
馬
市
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
朝
鮮
通
信

使
の
友
好
親
善
の
精
神
を
現
代
に

蘇
ら
せ
よ
う
と
奈
良
県
、
滋
賀
県

長
崎
県
な
ど
で
構
成
す
る
同
実
行

委
員
会
が
昨
年
に
引
き
続
い
て
実

施
し
た
も
の
で
す
。

　
両
国
の
子
ど
も
た
ち
は
、
宿
泊

先
の
西
山
寺
（
厳
原
町
国
分
）
で

行
わ
れ
た
対
面
式
を
済
ま
せ
た
後
、

朝
鮮
通
信
使
に
関
す
る
勉
強
会
、

ゲ
ー
ム
大
会
な
ど
の
他
、
対
馬
歴

史
民
俗
資
料
館
や
万
松
院
の
見
学

―
朝
鮮
通
信
使
行
列
に
も
参
加
―行列に参加し行進するこども通信使�

対馬アリラン祭�

チ
ョ
ン
ウ
ィ
フ
ァ

イ
　
サ
ン
ジ
ョ
ン
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ま
つ
り
の
最
後
は
２
０
０
０
発
の
花
火�

が
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。８
／
６�

【
写
真
上
、
右
か
ら
左
に
】
通
信
使
行

列
で
も
先
頭
で
演
奏
を
披
露
し
た
陸
自

第
四
音
楽
隊
、
一
糸
乱
れ
ぬ
舞
い
を
披

露
し
た
ペ
ギ
ン
セ
舞
踊
団
、
澄
ん
だ
歌

声
で
観
衆
を
魅
了
し
た
チ
ェ
ウ
ニ
歌
謡

シ
ョ
ー
。
【
写
真
右
】
ち
び
っ
子
も
元

気
い
っ
ぱ
い
の
お
遊
戯
、
厳
原
南
保
育

園
児
た
ち
。�

厳原港まつり
対馬最大の夏祭「厳原港まつり　対馬アリラ
　　　　　　　　盛大に開催され、２日間の

異国情緒溢れる城

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
８

月
６
日
に
は
対
馬
ア
リ
ラ
ン
祭
で

の
朝
鮮
通
信
使
行
列
に
も
加
わ
り

ま
し
た
。

　
日
本
側
か
ら
参
加
し
た
岡
山
県

の
吉
川
中
学
校
３
年
生
（
吉
備
中
央

町
）の
森
澤
貴
恵
子
さ
ん
（
14
歳
）

は
、
「
近
所
に
キ
ム
チ
を
作
っ
て

い
る
会
社
が
あ
り
以
前
か
ら
韓
国

に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
参
加
し
ま

し
た
。
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
両
国

の
文
化
や
考
え
方
の
違
い
を
見
つ

け
て
、
将
来
の
仕
事
に
役
立
て
た

い
」
と
抱
負
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
対
馬
で
の
交
流
を
終
え
た
両
国

の
こ
ど
も
通
信
使
は
、
そ
の
後
お

互
い
の
国
を
訪
問
し
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
な
ど
の
体
験
を
行
っ
た
あ
と
、

奈
良
で
再
会
を
果
た
し
ま
し
た
。対面式にて（写真手前の列が日本側参加者）�

舟グロー大会　8/6�
12チームが参加し、熱戦が繰り広げられました。�
優勝は海上自衛隊下対馬警備所�

舞台が設置された厳原港特設会場では、５、６日の夕方より演芸
の夕べが開始され、「歌謡ショー」や演芸、舞踊などさまざまな催
し物が披露されました。�

まつりのオープニングを飾った子ども神輿　8/5�
　　そろいのハッピを着て「わっしょい、わっしょい」のかけ声�
　が響きました。�

厳原港まつり

演芸の夕べ 　8/5・6演芸の夕べ　 8/5・6


